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１、被爆当時

　当時私の家は母親と４人の子どもの５人家族でした。私は７歳で長男
でした。原爆が投下された時、母親（37歳）は美容師でお客の髪を結っ
ていました。長女（14歳）は学徒動員で朝早く登校、次女（10歳）は疎
開中で広島市にはいませんでした。私と弟（４歳）は親戚の４歳の子ど
もと一緒に３人で自宅前の道路で遊んでいました。
　母は、爆風で割れた鏡とガラスの破片が胸に突き刺さり負傷しました。
長女は自宅を出たまま帰らぬ人となりました。自宅前の道路で遊んでい
た私たち３人は突然ピカーと光ったと思ったら、ドーンという音が数十
秒でしたでしょうか？すると家という家がなぎ倒されあちこちで火の手
が上がりました。気がついてみたら親戚の子は陽の当たるところにいて
全身火傷を負い、数日後に亡くなりました。私と弟は建物の陰にいて火
傷も外傷もなく奇跡的に助かりました。
　家が倒壊しはじめたので、私たちは着の身着のまま避難しました。避
難の途中、川という川では、火傷をして川に入っていく人たちが、川端
に殺到し「水をくれ」「水をくれ」と叫ぶ人たち、息絶えて川に浮いて
いる人たちなど、地獄のような阿鼻叫喚の光景を数限りなく目にしまし
た。行きかう人たちも皮膚が垂れ下がりとても人間とは思えない身体を
していました。
　母と私は翌日、翌々日と長女が登校時に通ったと思われる道路に沿っ
て捜し歩きましたが、姉の存在を確認することは出来ませんでした。

２、被爆後の生活

　疎開していた次女は被爆を免れ、やがて私たち家族と合流しました。

（当時７歳）
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第１章　世界へ

そして私たち４人は数ヶ月後母の兄弟を頼って北海道の島ノ下（現富良
野市）に移り生活をはじめました。
　厳寒期に農作業を手伝うのは大変でしたが、明治生まれの母は気丈で
弱音ひとつ吐きませんでした。翌年の春、私たちは母の姉の勧めで室蘭
に移住し、母は再び美容師の仕事を始め生計を立てました。

　原爆は多くの人の「いのち、からだ、こころ、くらし」を破壊しまし
た。私は特に「こころ」と「くらし」で大きなダメージを受けました。
小学校の高学年の頃です。友達から「出身地は？広島か？」と聞かれた
のでそうだと答えると「うつる」「近づくな」と言わんばかりの扱いを
受けました。耐え難い大変つらい一時期を過ごしたのです。結婚すると
きも悩みました。相手に「私は被爆者です」と告げるべきかどうか、結
婚できても生まれてくる子どもは果たして五体満足だろうかなどと悩み
ました。結婚し、未熟児で生まれた子には大変不安で悩みました。

３、今後、被爆者として訴えたいこと

　「安らかに眠ってください、過ちは繰り返しませんから」と亡き被爆
者（広島・長崎）に誓っています。誓いは守らなければいけません。憲
法９条を葬り去る行為を絶対に許してはいけません。頑張っていきまし
ょう。
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